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理
論
よ
り
大
切
な
こ
と

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
は
、
太
陽
光

線
を
再
現
し
、
保
健
、
治
病
を
目
的

に
使
用
し
ま
す
。
そ
の
効
果
は
多
く

の
治
験
例
か
ら
確
か
で
す
が
、
何
故

に
有
効
で
あ
る
か
と
い
う
理
論
的
根

拠
は
、
今
日
に
お
い
て
も
未
だ

一
部

を
除
く
と
未
熟
な
こ
と
を
卒
直
に
認

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
主

因
は
、
光
線
の
働
き
が
人
智
を
越
え

て
あ
ま
り
に
神
秘
的
な
こ
と
が
理
由

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
自
然
の
恩
恵

を
利
用
し
た
光
線
療
法
の
場
合
に
は
、

理
論
よ
り
実
際
的
効
果
を
重
視
し
て

も
よ
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
医
学
に
お
け
る
治
療

法
の
進
歩
の
あ
と
を
尋
ね
る
と
、
昔

は
先
ず
実
際
の
効
果
か
ら
出
発
し
、

理
論
的
な
研
究
は
遅
れ
る
の
が
常
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
代
に
な

っ
て

理
論
的
研
究
を
先
に
し
て
実
験
を
後

に
す
る
傾
向
が
顕
著
に
な

っ
た
結
果
、

医
学
界
で
も
理
論
優
先
の
考
え
方
が
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一
正
木

不
如
丘
先
生

か
冨
『
轟
國
が
鮮
量
ヽ

し
か
し
、
光
線
の
効
果
、
例
え
ば
殺

一　
わ
が
国
に
お
け
る
、
臨
床
医
学

へ
一
主
と
し
て
外
科
的
方
面
に
長
足
の
進

菌
作
用
や
ク
ル
病
の
化
骨
促
進
や
新

一
の
光
線
の
応
用
の
歴
史
を
辿
る
時
、　
一
歩
を
し
ま
し
た
が
、
私
の
経
験
に
よ

生
児
重
症
黄
疸
の
治
療
効
果
は
、
い
一正
木
　
不
如
丘
先
生
の
名
を
忘
れ
る

一
れ
ば
、
少
な
く
と
も
日
本
の
高
地
で

ず
れ
も
理
論
は
遅
れ
て
研
究
さ
れ
た

一
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
先
生
は
、
大
正

一
日
光
療
法
を
行
え
ば
、
内
科
的
疾
患

の
で
す
。
反
面
、
理
論
を
優
先
し
た

一十
五
年
に
信
州
富
士
見
高
原
に
開
院

一
に
も
顕
著
な
る
効
果
を
あ
げ
得
る
と

治
療
法
が
必
ず
有
効
か
と
い
え
ば
決

一
し
た
富
士
見
高
原
療
養
所
に
お
い
て
、
Ｉ
一口う
事
は
確
実
で
あ
り
ま
す
。
日
光

し
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
一本
格
的
な
日
光
療
法
を
結
核
を
始
め

一
の
力
が
吾
々
人
類
に
対
し
て
、
偉
大

要
す
る
に
、
理
論
的
に
治
癒
機
転
が
一
各
種
疾
患
に
行
な
い
ま
し
た
。
こ
こ

一
な
る
保
健
並
に
治
病
の
効
果
の
あ
る

は
、
堀
　
辰
雄
の

「
風
立
ち
ぬ
」
の

舞
台
と
し
て
も
有
名
で
す
。

先
生
が
書
き
残
し
た
著
書
を
読
む

と
、
医
学
界
の
無
理
解
や
偏
見
に
抗

し
て
、
日
光
療
法
の
効
果
を
声
を
大

に
し
て
強
調
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一

節
を
引
用
さ
せ
て
載
き
ま
す
と

「
科
学
文
明
の
著
し
い
進
化
の
た

め
に
、
人
類
は
何
時
と
も
な
く
、
太

事
を
し
み
じ
み
体
験
致
し
ま
し
た
ピ

自
然
と
同
化

私
た
ち
の
大
昔
の
祖
先
は
、
裸
体

で
直
接
屋
外
の
日
光
の
恵
み
を
受
け

た
た
め
、
今
よ
り
ず

っ
と
病
人
が
少

な
く
健
康
で
あ
っ
た
事
実
に
鑑
み
て
、

私
た
ち
は
自
然
に
同
化
し
て
自
然
か

ら
賦
与
さ
れ
た
抵
抗
力
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
自
然
が
賦
与
し
た
程

度
ま
で
、
言
い
換
え
れ
ば
、
私
た
ち

の
祖
先
が
持

っ
て
い
た
抵
抗
力
を
身

に
つ
け
、
予
防
に
治
病
に
役
立
て
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
代
の
高
度
に
文
明
化
し
た
社
会

に
あ

っ
て
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
は

自
然
に
同
化
す
る
治
療
法
で
あ
り
、

自
然
の
心
を
最
も
よ
く
体
得
し
た
治

療
法
な
の
で
す
。
サ
ナ
モ
ア
光
線
療

法
は
、
光
線
浴
の
点
か
ら
み
れ
ば
祖

先
の
生
活
に
近
ず
く
こ
と
で
、
即
ち

自
然
人
に
な
る
こ
と
な
の
で
す
。
そ

れ
故
に
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
は
、
合

理
的
か
つ
科
学
的
な
自
然
療
法
な
の

で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
光
線
の
作
用

の
大
半
を
理
論
的
に
解
明
出
来
ず
、

そ
の
根
拠
が
曖
味
で
あ

っ
て
も
、
決

し
て
根
も
葉
も
な
い
迷
信
で
も
な
け

れ
ば
ま
や
か
し
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

な
に
よ
り
も
、
サ
ナ
モ
ア
を
使
え
ば
、

屋
内
に
居
て
、
何
時
で
も
好
き
な
時

に
、
自
然
の
恵
み
を
享
受
で
き
る
の

で
す
。
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「
清
水
港
」

宇
都
宮
義
真
撮
影

カ
ー
ボ
ン
（炭
素
）

電
極
の
応
用

カ
ー
ボ
ン
（炭
素
）
の
同
素
体
は
、

次
の
四
種
に
区
分
さ
れ
る
。

田
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

（八
面
体
）

②
　
黒
鉛

（大
方
晶
系
）

０
　
硬
質
骸
炭

（立
方
晶
系
）

四
　
無
煙
炭
類

（方
形
）

こ
の
う
ち
、
宝
石
の
王
様
と
云
わ

れ
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
除
い
た
②
～

四
を
、　
一
般
に
カ
ー
ボ
ン
と
呼
ん
で

い
る
。

カ
ー
ボ
ン
は
、
大
体
外
観
が
あ
ま

り
よ
く
な
い
し
、
周
辺
を
汚
す
た
め

に
取
り
扱
い
も
難
し
く
、
ブ
ラ
ッ
ク

・
ア
ー
ト

（〓
Ｒ
Ｆ
弩
一
）

と
称
さ

れ
て
、
昔
は
研
究
も
閑
却
さ
れ
た
観

が
あ
る
。

こ
の
カ
ー
ポ
ン
電
極
を
始
め
て
工

業
用
に
用
い
た
の
は
、　
ハ
ン
フ
リ
ー

。
ダ
ビ
ー
（
一
八
〇
〇
年
）
で
あ
る
。

彼
は
カ
ー
ボ
ン
が
電
気
を
通
し
、
熱

膨
脹
率
が
小
さ
い
上
、
耐
熱
温
度
が

あ
ら
ゆ
る
物
質
中
最
も
高
く
、
摂
氏

三
〇
〇
〇
度
の
高
温
で
燃
焼
す
る
特

性
を
利
用
し
て
、
工
業
用
カ
ー
ボ
ン

を
作

っ
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
ニ
ー
ル
ス
・
フ
ィ

ン
ゼ
ン
は
、
カ
ー
ボ
ン
電
極
の
特
性

を
利
用
す
れ
ば
、
太
陽
光
線
の
す
べ

て
の
波
長
を
カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
か

ら
、　
一
八
八
三
年
に
医
療
用
の
カ
ー

ボ
ン
灯
を
発
明
し
、
今
日
の
光
線
療

法
の
基
礎
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

医
療
用
カ
ー
ボ

ン

の
作
り
方

カ
ー
ボ
ン
に
は
、医
療
用
の
外
に
、

映
写
用
、
撮
影
用
、
青
写
真
用
、
顕

微
鏡
用
、
探
照
灯
用
等
い
ろ
い
ろ
な

用
途
が
あ
り
、
そ
の
目
的
に
よ

っ
て

光
の
内
容
も
異
な
る
の
で
あ
る
。

△

医
療
用
カ
ー
ボ
ン
は
、
芯
に
確
酸

カ
リ
ウ
ム
、
セ
リ
ウ
ム
、
鉄
、

ニ
ッ

ケ
ル
、
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ウ
ム
、
コ
バ
ル

卜
、
バ
リ
ウ
ム
、
チ
タ
ニ
ウ
ム
、
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
、
リ
チ
ウ
ム
等
の
化

合
物
を
入
れ
て
必
要
と
す
る
波
長
を

得
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て

長
足
の
進
歩
を
な
し
、
次
第
に
応
用

範
囲
も
拡
が

っ
た
の
で
あ
る
。

国
産
医
療
用

カ
ー
ボ

ン

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
以
前
は
医

療
用
カ
ー
ボ
ン
は
全
部
輸
入
に
仰
い

で
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
高

品
質
の
目
的
、
用
途
に
合
致
し
た
医

療
用
カ
ー
ボ
ン
を
得
る
に
は
国
産
化

し
か
な
い
と
考
え
た
東
京
光
線
療
法

研
究
所
の
宇
都
宮
所
長

（故
人
）
は
、

わ
が
国
カ
ー
ボ
ン
エ
業
界
に
最
古
の

歴
史
と
最
高
の
技
術
と
を
誇
る
摂
斐

川
電
気
工
業
会
社

（現
、
イ
ビ
デ
ン

閉
）
に
、
医
療
用
カ
ー
ボ
ン
の
国
産

化
を
依
頼
し
た
。
△

摂
斐
川
電
気
工
業
会
社
で
は
、
技

師
長
の
永
井
氏

（故
人
）
を
中
心
に
、

宇
都
宮
所
長
の
助
言
を
得
て
苦
心
の

結
果
、
昭
和
十
二
年
に
初
の
国
産
医

療
用
カ
ー
ボ
ン
を
完
成
し
た
の
で
あ

る
。
な
お
、
当
初
は
八
種
類
の
カ
ー

ボ
ン
を
製
造
し
た
が
、
研
究
の
結
果
、

現
在
の
四
種
類
に
統
合
し
た
の
で
あ

Ｚ一
。

カ
ー
ボ
ン
の
使
い
方

医
療
用
カ
ー
ボ
ン
の
正
し
い
使
用

法
は
、
病
状
に
よ

っ
て
適
当
な
波
長

を
最
も
多
く
含
ん
だ
カ
ー
ボ
ン
を
選

定
す
べ
き
で
あ

っ
て
、
始
め
か
ら
何

病
気
に
は
ど
の
カ
ー
ボ
ン
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
従

っ
て
、
い
や
し
く
も
医
療
用
カ
ー
ボ

ン
と
言
う
以
上
は
、
使
用
目
的
に
応

じ
て
必
要
な
波
長
を
豊
富
に
放
射
す

る
カ
ー
ボ
ン
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

粗
悪
品
は
素
人
が

一
日
見
て
も
分
る

よ
う
に
、
表
面
が
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
、

使
用
す
る
と
カ
ス
が
多
く
、
芯
だ
け

が
燃
え
残

っ
た
り
す
る
が
、
そ
れ
以

上
に
大
切
な
こ
と
は
、
光
線
療
法
で

必
要
な
波
長
を
放
射
し
な
い
の
で
効

果
が
劣
る
の
で
あ
る
。

現
在
、
東
京
光
線
療
法
研
究
所
が

イ
ビ
デ
ン
翻
に
製
造
を
委
託
し
て
い

る
医
療
用
カ
ー
ボ
ン
・サ
ナ
モ
ア
は
、

目
的
、
用
途
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、

標
準
光
線

（
サ
ナ
モ
ア
Ａ
）
赤
外
線

（
サ
ナ
モ
ア
Ｂ
）
紫
外
線

（
サ
ナ
モ

ア
Ｃ
）
可
視
線

（
サ
ナ
モ
ア
Ｄ
）
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
適
宜
組
み
合
せ
て

使
用
す
る
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
六
年

一
月
二
十
五
日
発
行

「健
康
と
光
線
」

―
医
療
用
炭
素
棒
に
つ
い
て
―

よ
り
引
用
し
た
。

医療用カーボン

(炭素棒)について

宇都宮 義真



健康と光線日Fi和 61年 4月 1口

（慨
）
に

一
九
二
〇
年
代
に
、
光
線
、

特
に
紫
外
線
照
射
の
糖
代
謝

へ
及
ぼ

す
影
響
が
検
討
さ
れ
、
次
の
如
く
報

告
さ
れ
て
い
る
。

先
ず
、
リ

ッ
プ

マ
ン
、
フ
ェ
ル
カ

ー
ら
は
、
健
康
者
に
於
て
は
殆
ん
ど

影
響
な
く
、
血
糖
降
下
作
用
も
認
め

な
い
と
報
告
し
た
。
然
る
に
、
カ
ロ

ス
・
デ
フ
ナ
ー
や
ロ
ス
マ
ン
は
、
糖

尿
病
患
者
で
病
的
に
血
糖
値
が
上
昇

し
た
場
合
に
は
、
そ
の
値
を
下
降
さ

せ
る
効
果
の
あ
る
こ
と
を
見
出
し
、

ロ
ス
マ
ン
に
よ
る
と
最
高
５０
％
下
降

し
た
と
い
う
。
デ
シ

ュ
ワ
ン
デ
ン
は

こ
の
作
用
機
序
は
イ
ン
シ

ュ
リ
ン
の

生
成
に
よ
る
と
述

べ
た
。

こ
れ
ら
先
達

の
研
究
報
告
か
ら
も
、

糖
尿
病

の
治
療
に
光
線
療
法
を
応
用

し
得
る
こ
と
を
知
る
が
、
近
年

の
研

究
も
ま
た
、
先
人

の
業
績
を
裏
付
け

て
い
る
。

盆
則
）

号

に

、

モ
ン
と
し
て
作
用
し
、
カ
ル
シ
ウ
ム

代
謝
の
み
な
ら
ず
、
全
身
の
諸
臓
器

の
機
能
と
も
深
く
係

っ
て
い
る
こ
と

を
、
放
射
性
同
位
元
素
で
標
識
し
た

活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
組
織
内

へ
の

取
り
込
み
か
ら
立
証
し
た
ス
ト
ゥ
ン

ブ
ら
の
研
究
報
告
を
引
用
し
た
際
に
、

膵
臓
ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島
の
β
細
胞

が
標
的
器
官
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
を

述
べ
た
。
こ
の
β
細
胞
は
、
糖
代
謝

を
司
る
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
を
分
泌
す
る

こ
と
か
ら
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
糖
代
謝

に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ば
し
て
い
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
周
辺

の
知
識
を
整
理
す
る
意
味
で
補
足
し

て
お
く
。

ビ

夕 ×

ン

D
は ×

ホ
ル

Ｘ

　

　

　

　

　

×

ず
膵
臓
の
機
能
か
ら
説
明
し

よ

う

。
膵
臓
は
、
外
分
泌
と
し
て
多
く
の

消
化
酵
素
を
膵
管
を
通
し
て
１２
指
腸

に
分
泌
す
る

一
ヶ
、
膵
臓
の
ラ
ン
ゲ

ル
ハ
ン
ス
島
か
ら
直
接
血
中
に
膵
臓

ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
す
る
内
分
泌
機
能

を
持

つ
。
こ
の
膵
臓
ホ
ル
モ
ン
に
は
、

α
細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
る
グ
ル
カ
ゴ

ン
と
、
β
細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
る
イ

ン
シ
ュ
リ
ン
が
あ
り
、
互
に
相
反
す

る
作
用
を
示
す
。

即
ち
、
グ

ル
カ

ゴ

ン
は
肝
に
貯
蔵

さ
れ
た
グ
リ

コ
ー

ゲ

ン
を
必
要
に
応

じ

て
動

員

し

て

血
糖
を
上
昇
さ
せ

る
よ
う
に
働
く
。

従

っ
て
、
グ

ル
カ

ゴ

ン
の
分
泌
は
血

糖
値
が
低
下
す
る

と
克
進
し
、
上
昇

す
る
と
抑
制
さ
れ

Ｚ一
。こ
れ
に
対
し
、

イ
ン
シ

ュ
リ
ン
は
血
中
の
ブ
ド
ウ
糖

を
組
織
内

へ
移
行
し
利
用
し
易
く
す

る
た
め
に
血
糖
降
下
作
用
を
持

つ
。

そ
れ
故
に
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
働
き

が
悪
い
と
ブ
ド
ウ
糖
を
利
用
で
き
ず

に
高
血
糖
を
起
こ
し
、
糖
尿
病
と
診

断
さ
れ
る
羽
目
に
陥
る
の
で
あ
る
。

（言
）
う
ま
で
も
な
く
、
糖
代
謝
障

害
の
う
ち
大
半
を
占
め
る
の
が
糖
尿

病
で
あ
る
。
こ
こ
で
糖
尿
病
に
つ
い

て
簡
略
に
記
述
す
る
ｃ

糖
尿
病
と
は
、

「
イ
ン
シ
ュ
リ
ン

の
働
き
が
十
分
で
な
い
た
め
に
、
ブ

ド
ウ
糖
の
血
中
濃
度
が
上
昇
し
て
高

血
糖
を
来
し
、
腎
臓
の
糖
排
泄
域
値

を
越
え
る
結
果
、
尿
糖
陽
性
と
な
る
。

そ
し
て
、
代
謝
障
害

に
よ
り
気
付

か
な
い
う
ち
に
重
大
な
合
併
症
を
起

こ
す
疾
患
』
と
定
義
で
き
る
。
事
実
、

糖
尿
病
管
理
の
要
諦
は
合
併
症
の
予

防
に
尽
き
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
な

い
．と
こ
ろ
で
、
糖
尿
病
の
合
併
症
と

し
て
最
も
重
要
な
変
化
は
、
特
に
細

や
す
く
、
重
症
に
な
り
や
す
い
こ
と

に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

×

　

　

　

　

　

×

　

　

　

　

　

Ｘ

（
さ
）
て
、
糖
尿
病
に
対
す
る
光
線

療
法

の
効
果
を
総
括
す
る
の
に
先
立

つ
て
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
欠
乏
状
態
が
イ

ン
シ

ュ
リ
ン
の
分
泌
を
阻
害
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学

の
ノ
ー

マ
ン
ら
の
研
究
を

紹
介
し
よ
う
。

×
　
　
　
　
　
　
Ｘ
　
　
　
　
　
　
Ｘ

（近
）
年
、
膵
臓
ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス

島
β
細
胞
に
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
受
容

状
態
で
は
見
出
さ
れ
な
い
が
、
カ
ル

シ
ウ
ム
の
摂
取
量
が
減
少
す
る
と
増

加
す
る
こ
と
か
ら
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が

合
成
を
促
し
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

機
構
を
支
配
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ

て
い
る
。

、ヽ
ノ

）ス

　
　
　
　
　
　
　
　
）Ｘ

　
　
　
　
　
　
　
　
）^

（
ノ
）
―
マ
ン
ら
は
、
紫
外
線
を
遮

っ
た
環
境
で
乳
離
れ
し
た
ラ
ッ
ト
を
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
欠
乏
食
で
１２
週
間
以
上

飼
育
し
て
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
欠
乏
ラ
ッ

ト
を
作
成
し
た
。
そ
の
上
で
２
群
に

分
け
、　
一
群
は
特
に
処
置
せ
ず
に
そ

の
ま
ま
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
欠
乏
動
物
と
し

て
使
い
、
他
の

一
群
は
実
験
前
７２
、

４８
、
２４
時
間
前
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
各

二
〇
０
国
際
単
位

（五

湾
）
投
与
し

て
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
補
給
動
物
と
し
て

実
験
に
供
し
た
。
な
お
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

で
前
処
置
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、

血
清
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
値
は
０

・
五

ｎｇ
／

祀
以
下
が
二
六

電
／
配
に
な
り
、
血

清
カ
ル
シ
ウ
ム
値
は
約
四

喝
／
″
か

ら
約
六

鴫
／
“
に
有
意
に
上
昇
し
た

が
、
血
清

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
値
、
血
清

リ
ン
値
に
は
有
意
差
は
な
か

っ
た
。

×

　

　

　

　

　

Ｘ

　

　

　

　

　

×

（実
）
験
は
、
五

・
五
ミ
リ
モ
ル
の

ブ
ド
ウ
糖
と

一
〇
ミ
リ
モ
ル
の
ア
ル

ギ

ニ
ン
を
添
加
し
た
灌
流
液
を
腸
骨

動
脈
よ
り
注
入
し
、
膵
臓
を
濯
流
さ

せ
て
門
脈
よ
り
回
収
し
て
、
経
時
的

に
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
と
グ
ル
カ
ゴ

ン
の

値
の
変
動
を
調
べ
た
。

そ
の
結
果
を
図
示
し
た
が
、
図
を

一
瞥
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
イ
ン

シ
ュ
リ
ン
の
分
泌
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
欠

乏
ラ
ッ
ト
で
明
瞭
に
抑
制
さ
れ
て
い

′０
。

（次
号
へ
続
く
）

(26)

ロ ビタミンDの作用 □
そ の 23

動
脈
の
動
脈
硬
化
が
著
し
く
進
む
た

め
、
脳
（脳
動
脈
硬
化
症
↓
脳
卒
中
）

心
臓
（
冠
状
動
脈
硬
化
症
↓
狭
心
症
、

心
筋
梗
塞
）
腎
臓

（糖
尿
病
性
腎
症

↓
尿
毒
症
）
な
ど
枢
要
な
臓
器
に
致

命
的
な
障
害
を
起
こ
し
易
い
こ
と
で

あ
る
。
な
お
、
同
様
の
変
化
は
眼

（糖

尿
病
性
網
膜
症
↓
失
明
）
や
四
肢
（動

脈
硬
化
症
↓
壊
疸
）
に
も
起
こ
る
。

ま
た
、
神
経
の
変
性
に
よ
り
、
神
経

痛
や
シ
ビ
レ
な
ど
の
異
常
知
覚
を
訴

え
る
こ
と
も
多
い
．
他
に
、
抵
抗
力

が
弱
く
な
る
た
め
感
染
症
に
か
か
り

体
が
あ
り
、
ま
た
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に
よ

っ
て
厳
密
に
生
成
が
規
制
さ
れ
て
い

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
依
存
性
カ
ル
シ
ウ
ム

結
合
タ
ン
パ
ク
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ノ
ー
マ
ン

ら
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
膵
臓
ホ
ル
モ
ン

の
生
成
に
係
わ

っ
て
い
る
と
考
え
て

実
験
し
た
。

ヽ
ア
×

　

　

　

　

　

×

　

　

　

　

　

Ｘ

（
力
）
ル
シ
ウ
ム
結
合
タ
ン
パ
ク
と

は
、
ワ
ッ
サ
ー
マ
ン
に
よ

っ
て
ニ
ワ

ト
リ
の
小
腸
か
ら
分
離
さ
れ
た
。
こ

の
タ
ン
パ
ク
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
欠
乏

ビタミンD―欠乏およびD―補給

ラットのインシュリン分泌量

(グルコース負荷膵臓灌流実験)
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☆
全
身
打
撲
症

頭
蓋
内
血
腫

（交
通
事
故
に
よ
る
）

症
例
　
４０
才
　
女
性

症
状
　
昨
年
の
９
月
１５
□
、
自
動

車
で
走
行
中
に
高
速
道
路
の
側
道
か

ら
本
線
に
入
る
合
流
地
点
で
、
ト
ラ

ッ
ク
の
全
長
の
長
さ
に
気
付
か
ず
に

後
方
側
面
に
追
突
し
た
。
衝
突
し
た

時
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装
着
し
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
全
身
を
強
く
打
ち
、

そ
の
シ
ョ
ッ
ク
で
意
識
を
失
い
、
救

急
車
で
兵
庫
県
済
生
会
病
院

へ
運
ば

れ
た
。
病
院
で
は
直
ち
に
応
急
処
置
を
し

て
か
ら
入
院
さ
せ
た
が
、
入
院
し
た

日
は
敬
老
の
国
で
体
日
、
翌
１６
日
も

振
替
休
日
だ

っ
た
関
係
で
、
当
直
医

の
治
療
を
受
け
た
。

入
院
直
後
か
ら
サ
ナ
モ
ア
光
線
治

療
を
是
非
と
も
併
用
し
た
い
と
願
い

出
た
と
こ
ろ
、
病
院
側
が
許
可
し
て

く
れ
た
の
で
、
１６
日
の
午
後
４
時
に

治
療
を
始
め
た
。

そ
の
時
点
で
の
状
態
は
、
額
か
ら

顔
面
を
強
く
打

っ
た
た
め
、
両
眼
と

も
紫
色
に
腫
れ
て
い
た
が
、
中
で
も

左
の
目
は
開
け
ら
れ
な
か

っ
た
。
ま

た
、
腰
や
背
中
や
あ
ち
こ
ち
痛
が

っ

て
い
た
。

９
月
１７
口
に
精
密
検
査
が
行
な
わ

れ
た
が
、
担
当
医
の
話
で
は
、
左
頭

部
、
額
よ
り
３
セ
ン
チ
の
深
さ
に
、

血
の
か
た
ま
り

（
血
腫
）
が
あ
る
と

言
わ
れ
た
。
ま
た
、
患
者
は
頭
痛
を

訴
え
、
両
眼
の
ま
わ
り
や
額
に
触
る

と
酷
く
痛
が

っ
た
。
た
だ
し
、
吐
き

気
や
嘔
吐
は
な
く
、
麻
痺
も
な
く
、

幸
い
に
し
て
骨
折
も
な
か

っ
た
。

療
法
経
過
　
初
め
は
Ｂ
カ
ー
ボ
ン

に
て
、
両
眼
部
は

一
号
集
光
器
を
使

っ
て
二
十
分
、
額
の
傷
口
は

一
号
集

光
器
で
十
分
、
二
号
集
光
器
で
十
分
、

頭
部
は
開
放
で
十
分
、
頭
の
打

っ
た

所
に
十
分
、　
一
日
に
四
′
五
同
照
射
、

他
に
全
身
を
打
撲
し
て
い
た
の
で
、

腹
、
膝
、
足
裏
、
腰
、
背
に
各
五
分
、

一
日

一
回
照
射
し
た
。
そ
の
結
果
、

三
日
目
に
は
自
覚
的
に
も
痛
み
が
改

善
し
た
の
で
、
四
日
目
か
ら
Ｂ
Ｄ
カ

ー
ボ
ン
に
変
え
た
。

治
療
開
始
五
日
目
に
、
再
度
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
が
あ
り
、
頭
の
血
の
か

た
ま
り
は
少
し
小
さ
く
な

っ
た
と
言

わ
れ
、
歩
行
が
許
さ
れ
た
。

一
週
間
後

に
は
、
日
の
回
り

の
皮

下
出
血

の
あ
と
が
紫
色
に
な

っ
て
い

た

の
も
薄
く
な
り
喜
ん
で
い
た
ら
、

急
に
左

の
目
の
上
が
黒
紫
色
、
玉
子

人

に
腫
れ
上

っ
た
の
で
、
患
部
に
Ｂ

Ｄ
カ
ー
ボ
ン
で

一
日
四
―
五
回
照
射

し
た
。

八
日
目
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
所
見
で
は
、

血
腫
は
段
々
と
小
さ
く
な

っ
て
お
り
、

腰
や
背
中

の
痛
み
も
と
れ
体

の
調
子

は
す
こ
ぶ
る
良

い
。

十
日
日
頃
に
は
、
左

の
目
の
上

の

腫
れ
も
引
き
、
色
も
薄
く
な
り
、
十

三
日
目
の
診
察
で
退
院
が
許
可
さ
れ
、

十
四
目
目
に
は
退
院
し
た
。

以
来
、
ニ
カ
月
間
、
週

一
回
通
院

し
て
、
完
治
と
言
わ
れ
た
が
、
後
遺

症

の
予
防
と
健
康

の
た
め
、
現
在
も

毎
日
家
庭
で
光
線
治
療
を
し
て
い
る
。

（退
院
時
、
外
科
部
長
が
、
「
光
線

が

役
立

っ
た
」
と
言

っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
病
院
内

で
の
光
線
治
療
を
許

可
し
て
く
だ
さ

っ
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
）
神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
法

上
野
　
貞
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
七
八
―
三
三
二
―
〓
二
五
八

☆
右
肘
関
節
硬
直

（
右
肘
関
節
骨
折
後
遺
症
）

症
例
　
１７
才
　
男
性

症
状
　
右
肘
関
節
を
骨
折
し
た
た

め
、
肘
を
直
角
に
曲
げ
た
状
態
で
二

カ
月
以
上
ギ
ブ
ス
固
定
し
た
。
引
き

続
き
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め

マ
ッ
サ
ー
ジ

を
四
十
日
位
し
た
が
、
直
角
の
状
態

か
ら
十
度
程
伸
び
た
も
の
の
、
そ
の

後
う
ま
く
伸
び
な
い
た
め
、
リ
ハ
ビ

リ
の
効
果
を
上
げ
る
補
助
手
段
の

一

環
と
し
て
光
線
治
療
を
希
望
し
て
来

所
し
た
。

来
所
時
の
症
状
は
、
肘
関
節
、
手

関
節
と
も
硬
直
し
て
い
て
、
特
に
肘

関
節
の
関
節
可
動
域
は
著
し
く
狭
ま

っ
て
お
り
、
九
十
度
を
百
度
に
曲
り
、

伸
ば
そ
う
と
し
て
も
痛
く
て
伸
ば
せ

な
か

っ
た
。
ま
た
、
筋
肉
も
萎
縮
し

て
細
く
、
筋
力
も
衰
え
て
い
た
。

療
法
経
過
　
Ａ
Ａ
、

Ａ
Ｂ
、

Ｂ
Ｃ

カ
ー
ボ
ン
を
二
日
毎
に
交
互

に
使

い
、

肘
関
節
と
そ
の
周
辺
、
上
腕
部
内
側
、

前
腕
部
内
側
、
手
関
節
に
移
動
し
な

が
ら
気
持
の
よ
い
間
、
熱
く
感
じ
る

ま
で
、
約
二
時
間
位
照
射
し
た
が
、

途
中
で
数
回
照
射
を
止
め
て
、
痛
み

☆
虫
歯

福
岡
県
嘉
穂
郡
　
犬
丸
幸
雄

歯
科

で
三
本

の
虫
歯
を
治
療
じ

ま
し
た
が
、
神
経
を
取

っ
て
も
歯

が
浮
い
て
痛
く
、
ア
ゴ
を
押
え
る
と

か
な
り
強

い
痛
み

を

感

じ

ま

し

た
。サ
ナ
モ
ア
で
痛
み
を
取
ろ
う
と
、

早
速
Ａ

・
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
で
照
射
、

二
日
間
ほ
ど
で
痛
み
は
和
ら
ぎ
、

五
日
目
に
は
完
全
に
治

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

日
常
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
に

サ
ナ
モ
ア
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

感
謝

の
気
持

で
い

っ
ば

い
で
す
。

☆
花
粉
症
広
島
市
　
秋
元
純
子

毎
年
春
に
な
る
と
眼
が
真

っ
赤

に
充
血
し
て
涙
が
出
、
お
ま
け
に

か
ん
で
も
か
ん
で
も
か
み
き
れ
な

い
ほ
ど
の
鼻
水
に
悩
ま
さ
れ
て
来

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
二
月
の
声
を
聞
く

と
い
う
の
に
全
く
症
状
が
出
て
来

ま
せ
ん
。

実
は
、
昨
年
秋
か
ら
サ
ナ
モ
ア

を
毎
日
足
２
暴
、
ヒ
ザ
、
腹
、
鼻
、

後
首
と
各
々
１０
分
づ

つ
照
射
し
て

来
た
の
で
す
が
、
ど
う
や
ら
そ
の

効
果
が
出
て
来
た
様
な
感
じ
が
し

ま
す
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

体
調
も
す
こ
ぶ
る
良
い
の
で
す
。

私
に
と

っ
て
春
は

一
番
恐
ろ
し

季
節
で
し
た
が
、
今
年
は
春
を
謳

歌
で
き
そ
う
で
す
。

を
我
慢
で
き
る
精

一
杯

の
肘

の
屈
伸

を
し
て
貰

っ
た
。

こ
れ
は
光
線
が
筋

緊
感
を
と
り
、
硬
直
し
た
関
節

の
運

動
時

の
痛
み
を
和
ら
げ
、
関
節

の
動

き
を
よ
く
す
る
た
め
効
果

的

な

リ

ハ
ビ
リ
が
し
易

い
か
ら
で
あ
る
。
な

お
時
Ｌ
眉
関
節
や
右
手

の
手
背
、
手

掌
な
ど
に
も
照
射
し
た
。

光
線
治
療
を
始
め
て
か
ら
、
日

一

日
・と
肘

の
硬
直
が
と
れ
て
動
く
よ
う

に
な
り
、
筋
肉
に
も
弾
力
性
が
出
た
。

十
日
間

の
治
療

で
、
肘
関
節
は
百
七

十
度
位
ま
で
伸
び
る
よ
う
に
な
り
、

ベ
ン
を
握

っ
て
字
を
書
く

に
も
不
自

由
し
な
く
な

っ
た
。
ま
た
、
腕

の
人

さ

の
左
右
差
も
余
程
良
く
な

っ
た
。

本
例
は
、
数
日
後

に
学
校

の
期
末

テ
ス
ト
が
控
え
て
い
た
た
め
、
治
療

を
中
断
し
て
他
県

へ
帰
郷
し
た
。
後

は
運
動
し
て
い
る
内
に
完
全
に
伸
び

る
よ
う
に
な
る
と
話
し
た
ら
喜
ん
で

い
た
が
、
も
し
伸
び
な
か

っ
た
ら
ま

た
来
ま
す
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

春
日
市
　
一削
田
光
線
治
療
所

前
田
　
ヽヽ
ヽ
サ
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
九
二
―
五
八

一
―
二
〇
二
九

☆
尿
管
結
石

症
例
　
４７
才
　
女
性

症
状
　
激
し
く
差
し
込
む
下
腹
部

痛
に
加
え
て
、
排
尿
時
に
肉
眼
で
分

る
血
尿
が
あ
り
、
病
院
で
精
査
の
結

果
、
尿
管
結
石
と
診
断
さ
れ
た
た
め
、

心
配
だ
か
ら
と
言

っ
て
来
所
さ
れ
た
。

療
法
経
過
　
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
を
使

藪＃瑞
寄
畝
苺
驚
鰹い
部十φ
征

腸
骨
部
左
右
か
ら
各
十
五
分
照
射
し

た
。光
線
治
療
中
、
症
状
、
尿
所
見
に

出に
餓
い
場
りっｋ
惨
ｒｍ
酬
趾
醜
飩

査
を
う
け
た
時

に
は
石

は
認
め
ら
れ

な
か

っ
た

の
で
治
療
を
終
了
し
た
。

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡

　

一
一
〓
一氏
報
告

丁
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
四
　
七
三
二
　
五
〇
六
七
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信
じ
て
続
け
よ

古
代
人
が
太
陽
を
神
と
崇
め
、
太

陽
光
線
の
治
病
作
用
を
信
じ
た
の
は
、

理
屈
で
な
く
、
む
し
ろ
信
仰
に
近
い

も
の
で
し
ょ
う
。

現
代
は
、
当
時
と
比
べ
て
、
光
線

に
関
す
る
研
究
は
格
段
の
進
歩
を
遂

げ
、
あ
る
程
度
の
理
論
的
裏
付
け
も

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
な
お
光
線

の
全
貌
は
神
秘
の
ベ
ー
ル
に
覆
わ
れ

て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
霊
妙
な
作

用
の
恩
恵
に
浴
す
る
に
は
、
光
線
を

信
じ
て
浴
び
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
で

す
。
す
べ
て
の
生
命
が
、
太
陽
に
よ

っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

分
る
よ
う
に
、
食
物
を
摂
る
こ
と
と

同
じ
よ
う
に
、
光
線
を
浴
び
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
信
じ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

サ
ナ
モ
ア
は
、
太
陽
光
線
と
質
的

に
同
じ
ス
ペ
ク
ト
ル
の
電
磁
波
を
放

射
す
る
、
言
わ
ば
人
工
の
小
型
太
陽

で
す
。
こ
の
サ
ナ
モ
ア
を
上
手
に
利

用
す
る
に
は
、
「
サ
ナ
モ
ア
を
信
じ

て
続
け
る
」
こ
と
が
必
須
の
条
件
で

す
。
サ
ナ
モ
ア
が
何
か
役
に
立

つ
と

信
じ
ら
れ
る
人
は
、
工
夫
を
凝
ら
し

寸
暇
を
割
い
て
も
使
い
ま
す
し
直
ぐ

に
止
め
た
り
し
ま
せ
ん
の
で
、
サ
ナ

モ
ア
の
効
果
が
分
り
、
益
々
信
頼
で

き
ま
す
の
で
、
自
ず
と
使
い
方
に
も

熟
達
し
ま
す
。
反
面
、
信
じ
て
い
な

い
人
に
無
理
強
い
し
て
も
、
御
座
成

り
に
や

っ
て
、
「
効
か
ね
え
や
″
」

で
終

っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
「
信

じ
て
続
け
よ
」
こ
そ
、
効
果
的
に
使

う
要
諦
で
す
。

母
乳
は
栄
養
欠
乏
食
？

光
線
浴
を
忘
れ
る
と
、
乳
飲
み
子

に
と

っ
て
完
璧
な
栄
養
源
と
考
え
ら

赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
母
乳
は
最
も

理
想
的
な
栄
養
源
に
な
り
ま
す
が
、

光
線
浴
を
し
な
け
れ
ば
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
欠
乏
食
に
な
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
光

線
が
当
た
る
と
出
来
ま
す
。

こ
の

よ
う
に
照
射
部
位
だ
け
起

こ
る
作

用
を
直
接
作
用
ま
た
は
局
所
作
用

直
接
作
用

光
線
の
直
接
作
用
は
、
便
宜
的
に

０
　
主
に
近
赤
外
線
に
よ
る
局
所

循
環
の
改
善

（深
部
温
熱
作
用
に
よ
る
局

所
充
血
作
用
）

②
　
主
に
紫
外
線
に
よ
る
光
化
学

こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
鎮
痛
効
果
の
場
合
、
痛

み
が
和
ら
ぐ
ま
で
照
射
し
ま
す
が
、

原
因
に
よ

っ
て
は
、
強
い
充
血
を
起

こ
し
、
そ
の
状
態
を
持
続
さ
せ
る
た

め
に
、
照
射
時
間
を
延
ば
し
た
り
、

二
方
向
以
上
か
ら
照
射
し
た
り
、
繰

り
返
し
照
射
し
た
り
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
痛
み
が
狭
い
範
囲

に
限
局
し
て
い
た
ら
、
集
光
器
で
照

射
野
を
狭
く
し
た
方
が
効
果
的
に
使

え
ま
す
。

局
所
循
環
の
改
善
に
伴
う
効
果
を

最
大
限
に
引
き
出
す
に
は
、
前
述
の

如
く
照
射
法
に
工
夫
が
要
り
ま
す
が
、

単
に
痛
み
だ
け
で
な
く
、
極
め
て
多

く
の
病
気
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
極

言
す
れ
ば
、
「
す

べ
て
の
病
気

で
、

患
部
に
局
所
循
環
障
害
が
あ
る
」
の

で
す
。
従

っ
て
、
経
験
を
積
め
ば
積

む
ほ
ど
サ
ナ
モ
ア
の
応
用
範
囲
の
広

さ
が
分

っ
て
く
る
筈
で
す
。

光
化
学
作
用
の
臨
床
面
の
応
用
は
、

一
八
八
〇
年
に
ダ
ウ
ン
ス
と
ブ
ラ
ン

ト
に
よ

っ
て
紫
外
線
の
殺
菌
作
用
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
ま
す
。

次

い
で
、

ニ
ー
ル
ス

・
フ
ィ
ン
ゼ

ン
が
、
光
線
に
よ
る
皮
膚
紅
斑

の
原

因
も
光
化
学
作
用
で
あ
る
こ
と
を
発

見
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
補
足
し
ま
す
。
∧
次
頁
へ
続
く
∨

児
で
も
健
康

を
損
な
い
病

気
に
な
り
ま

導だ湖翻は　ゆ．師Ⅲ］　　
ａ̈けげない″哺鰤轄あげ諭麺わ珊罐塙モ違「は綱　　惨
工早）

”設一一『　〕二Ⅶ馴〕　　一｝］神韓一神い動い』］い一中コ大］に関モ締は赫　　魏　障　峰

コ
ツ
を
修
得
し
て
　
　
　
モ
　
学

　

い

る

か

ら

で
　

す
′
Ｆ
麻
い　
　
　
す
。
サ
ナ
モ
ア
を
効
果
的
に
使
用
す
る
コ
ツ
を
修
得
し
て
　
　
　
モ
　
学

ロ　
ー＝
り
　
　
　
ｒ

ｉ
ヽ
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
医

す
。
　
　
　
　
　
■
７
肛
鋤
＾
　
　
　
下
さ

ぃ
‐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

は
、
私
た
ち
に
光
線
浴
が
不
可
欠
の
一
身
を
廻
り
、
腸
か
ら

の
カ

ル
シ
ウ

一　

に
分
け
る
と
便
利
で
す
。
そ
の
訳

要
素
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
一
ム
の
吸
収
、
骨
組
織

へ
の
カ
ル
シ
ウ

一
は
、
ど
ち
ら
の
効
果
を
期
待
す
る
か

い
ま
す
。
他
に
も
例
を
あ
げ
る
な
ら
、　
ム
の
沈
着
な
ど
に
関
係
し
ま
す
が
、　
一
に
よ
っ
て
照
射
法
が
違
う
か
ら
で
す
。

地
上
で
穫
れ
る
あ
ら
ゆ
る
食
品
に
、

一
こ
の
よ
う
に
遠
隔
部
位

に
起

こ
る

一　

近
赤
外
線
の
働
き
は
、
深
部
温
熱

私
た
ち
が
必
要
と
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
一作
用
．を
、
関
接
作
用
ま
た
は
全
身

一
作
用
の
た
め
照
射
局
所
に
認
め
る
充

は
あ
り
ま
せ
ん
。
即
ち
、
ビ
タ
ミ
ン
一
作
用
と
言

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
相

一
血
に
よ
る
効
果
で
、
局
所
循
環
の
改

Ｄ
は
光
線
浴
で
補
な
う
自
然
の
成
り
一侯

っ
て
作
用
し
ま
す
が
、
別
々
に
分

一
善
が
主
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

立
ち
を
理
解
し
、
実
践
窮
行
し
た
け
一
け
た
方
が
理
解
し
易
い
の
で
、
対

一
そ
し
て
、
こ
の
作
用
の
著
し
い
特
徴

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
冬
の
日
溜

一
比
し
な
が
ら
具
体
的

に
説
明
し
ま

一
は
、
照
射
量
と
効
果
と
の
間
に
、
互

ま
り
で
、
日
光
浴
を
さ
せ
て
貰
っ
た

一
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
い
に
影
響
し
あ
う
相
関
関
係
が
あ
る

こ  ゛
の

事
実

サ

と
言
い
ま
す
。　
一
方
、
ビ
タ
ミ

ン

作

用

Ｄ
は
毛
細
血
管
で
吸
収
さ
れ
て
全

（光
化
学
物
質
の
生
成
）

サ
ナ
モ
ア
を
使

っ
て
良
か
っ
た
と
喜
ん
で
下
さ
る
方
が
　
　
　
　
占日

あ
る
反
面
、
使

っ
て
み
た
が
効
か
な
か

っ
た
と
言
う
人
も

　

　

所
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∧
前
頁
よ
り
続
く
∨

デ
ン
マ
ー
ク
生
ま
れ
の
ニ
ー
ル
ス

・
フ
ィ
ン
ゼ
ン
は
、　
一
八
八
三
年
に

カ
ー
ボ
ン
灯
を
発
明
し
、
こ
れ
を
使

っ
て
、
当
時
は
治
療
法
の
な
か

っ
た

皮
膚
結
核
の
治
療
に
好
成
績
を
収
め
、

一
九
〇
三
年
に
ノ
ー
ベ
ル
を
授
賞
し

た
こ
と
で
有
名
で
す
が
、
彼
を
光
線

療
法
の
父
と
呼
ぶ
理
由
は
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
光
線
療

法
の
基
礎
を
築
い
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。
　

光
線
が
皮
膚
に
当
た
る
と
出

来
る
紅
斑
は
、
光
線
の
熱
作
用
に
よ

る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
照
射

直
後
に
認
め
速
や
か
に
消
失
す
る
熱

性
紅
斑
以
外
に
熱
を
遮
断
し
て
も

一

定
の
潜
伏
期
を
経
て
出
現
し
比
較
的

長
期
間
持
続
し
、
色
素
沈
着

（
日
焼

け
）
を
残
す
紅
斑
が
出
来
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
成
因
な
ら
び
に
意
義
が
研

究
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
フ
ィ
ン
ゼ
ン

は
、
こ
の
紅
斑
の
原
因
は
、
放
射
さ

れ
た
紫
外
線
を
皮
膚
が
吸
収
し
て
光

化
学
反
応
を
起
こ
し
、
光
化
学
物
質

が
形
成
さ
れ
る
結
果
で
あ
り
、
こ
の

光
化
学
物
質
を
介
し
て
全
身
機
能
に

関
係
す
る
こ
と
、
即
ち
次
に
述
べ
る

間
接
作
用
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
光
線
療
法
の
応
用
範
囲

は

一
挙
に
広
が

っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
光
化
学
作
用
を
期
待
し

て
サ
ナ
モ
ア
を
使
う
場
合
の
原
則
は
、

数
力
所
以
上
、
例
え
ば
腹
、
背
、
腰
、膝
、

足
裏
な
ど
に
各

々
五
～
十
分
、
合

計
三
十
分
前
後
、　
一
日

一
回
照
射
す

れ
ば
、
必
要
な
光
化
学
物
質
は
、
未

だ
未
知
の
も
の
も
含
め
て
、
生
成
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
以
上
の
照
射
は
要
り
ま
せ
ん
。

勿
論
、
照
射
時
間
を
増
や
し
て
も
、

身
体
に
は
必
要
以
上
に
は
作
ら
な
い

機
構
が
あ
り
ま
す
の
で
、
多
め
に
か

け
る
こ
と
は

一
向
に
構
い
ま
せ
ん
。

間
接
作
用

サ
ナ
モ
ア
の
応
用
範
囲
が
広
い
の
は
、

間
接
作
用
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
大
で

す
。
光
線
の
直
接
作
用
に
よ

っ
て
生

成
さ
れ
た
光
化
学
物
質
は
、
す
べ
て

の
生
理
機
能
に
関
係
す
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
光
線
の
間
接
作
用
の
多

く
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
化
骨
作
用
を
例

に
考
え
て
も
分
る
よ
う
に
目
に
見
え

ま
せ
ん
し
、
鎮
痛
効
果
や
止
痒
効
果

な
ど
と
違

っ
て
自
覚
的
に
効
き
目
が

分
り
に
く
い
た
め
、
本
当
に
効
い
て

い
る
の
か
疑
間
に
思
う
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
の
点
は
信
じ
て
貰
う
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
光
化
学
物
質
は
全

身
を
廻
り
、
生
理
機
能
を
調
整
し
ま

す
の
で
、
健
康
面
に
益
す
る
と
同
時

に
、
病
人
に
対
し
て
は
病
気
の
治
癒

傾
向
を
促
し
て
回
復
を
速
め
る
よ
う

に
作
用
し
ま
す
。
換
言
す
れ
ば
、
毎

日
サ
ナ
モ
ア
を
使
う
な
ら
、
身
体
の

中
で
必
要
な
薬
が
作
ら
れ
て
い
る
と

考
え
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
こ
れ
ら

の
こ
と
は
太
陽
と
生
命
と
の
深
い
か

か
わ
り
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
け
だ
し

当
然
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

サ
ナ
モ
ア
を

使

っ
て
損
は
な
い

文
明
は
私
た
ち
に
多
く
の
も
の
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
文

明
に
よ

っ
て
失

っ
た
も
の
も
多
多
あ

り
ま
す
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
自
然

で
あ
り
、
太
陽
光
線
を
浴
び
る
機
会

を
奪

っ
た
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。今
で
は
光
線
の
作
用
で
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
が
出
来
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で

す
が
、
二
十
世
紀
の
始
め
ま
で
誰
れ

も
気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
十
九
世
紀
末
に

一
部
の
人
達
に

よ

っ
て
指
摘
さ
れ
た
、
光
線
の
ク
ル

病
に
対
す
る
治
療
効
果
も

「
ま
ゆ

つ

ば
も
の
」
と
さ
れ
、
当
時
の
権
威
あ

る
医
学
者
は
認
め
よ
う
と
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
認
め
な
か

っ
た

人
も
、
屋
外
光
線
を
浴
び
れ
ば
、
体

内
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
作
ら
れ
て
い
た

の
で
す
。
大
切
な
こ
と
は
光
線
の
理

論
で
な
く
、
実
際
に
光
線
を
照
射
す

る
こ
と
な
の
で
す
。
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